
年度回数 優勝 第２位

8年 1

9年 2 足利商業高等学校

10年 3 福島東稜高等学校

11年 4 福島東稜高等学校

12年 5 福島東稜高等学校

13年 6 福島東稜高等学校

14年 7

15年 8 福島東稜高等学校

16年 9 福島東稜高等学校

17年 10 埼玉栄高等学校 高崎商業高等学校 花咲徳栄高等学校

18年 11 埼玉栄高等学校 高崎商業高等学校 福島東稜高等学校 花咲徳栄高等学校

19年 12 埼玉栄高等学校 高崎商業高等学校 那須拓陽高等学校 水戸商業高等学校

20年 13 埼玉栄高等学校 高崎商業高等学校 福島東稜高等学校 坂戸西高等学校

21年 14 宇都宮文星女子高等学校 水戸商業高等学校 埼玉栄高等学校Ａ 福島東稜高等学校

22年 15 水戸商業高等学校 埼玉栄高等学校Ａ 弘前学院聖愛高等学校 習志野高等学校

23年 16

24年 17 高崎商業高等学校 宇都宮文星女子高等学校 埼玉栄高等学校Ｂ 水戸商業高等学校

25年 18 埼玉栄高等学校Ａ 福島東稜高等学校 高崎商業高等学校 宇都宮文星女子高等学校

26年 19 宇都宮文星女子高等学校 埼玉栄高等学校Ａ 弘前学院聖愛高等学校 福島東稜高等学校

27年 20 埼玉栄高等学校Ａ 宇都宮文星女子高等学校Ｂ 水戸商業高等学校 東海大学山形高等学校

28年 21 宇都宮文星女子高等学校Ａ 福島東稜高等学校 高崎商業高等学校Ｂ 弘前学院聖愛高等学校

29年 22 水戸商業高等学校 埼玉栄高等学校Ａ 福島東稜高等学校 宇都宮文星女子高等学校Ａ

30年 23 水戸商業高等学校Ａ 宇都宮文星女子高等学校 明桜高等学校 那須拓陽高等学校

元年 24 那須拓陽高等学校 福島成蹊高等学校 明桜高等学校 水戸商業高等学校

2年 25

3年 26 那須拓陽高等学校 白河旭高等学校A 白河旭高等学校B

4年 27 白河旭高等学校 那須拓陽高等学校 下妻第二高等学校

5年 28 那須拓陽高等学校 白河旭・安積黎明高等学校 米沢中央高等学校A

6年 29 利府高等学校 宮城第一高等学校 下妻第二高等学校

7年 30 利府高等学校 下妻第二高等学校 福島東稜高等学校

【新型コロナ感染症の影響により中止】

福島市競技スポーツ振興事業
高等学校女子ソフトボール強化研修大会

【東日本大震災の影響により中止】

第３位


